
第
四
回 

待
乳
山
浮
世
絵
展 

「
待
乳
山
・
隅
田
川
・
山
谷
堀
」
を
開
催
し
ま
す 

当
山
で
は
平
成
二
十
五
年
か
ら
二
年
毎
に
、
当
山
所
蔵
の
浮

世
絵
の
展
示
を
中
心
と
し
た
、
浮
世
絵
展
を
開
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

第
一
回
は
「
名
刹 

待
乳
山
聖
天
と
周
辺
地
域
」
と
題
し
、

待
乳
山
周
辺
の
歴
史
や
風
景
を
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
を
中
心

に
戦
前
の
写
真
や
資
料
を
加
え
展
示
を
い
た
し
ま
し
た
。 

第
二
回
は
海
を
超
え
て
評
価
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所

蔵
の
浮
世
絵
デ
ー
タ
の
中
か
ら
当
山
が
描
か
れ
た
も
の
を
中
心

に
展
示
し
、
国
境
を
超
え
た
江
戸
情
緒
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

第
三
回
の
テ
ー
マ
は
「
待
乳
山
と
隅
田
川
」
。
高
輪
か
ら
浅

草
、
今
戸
ま
で
を
描
い
た
葛
飾
北
斎
の
『
絵
本
隅
田
川
両
岸
一

覧
』
を
中
心
に
隅
田
川
流
域
の
歴
史
・
文
化
や
風
俗
、
現
在
の

様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
回
の
浮
世
絵
展
の
テ
ー
マ
は
「
待
乳
山
・
隅
田

川
・
山
谷
堀
」
で
す
。 

前
回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
隅
田
川
に
加
え
、
上
流
の
荒
川
、

支
流
に
あ
た
る
山
谷
堀
、
石
神
井
川
ま
で
辿
り
ま
す
。 

現
在
の
風
景
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
、
美
し
く
粋
な
水

の
都
江
戸
の
浮
世
絵
を
中
心
に
展
示
し
、
そ
の
機
能
と
歴
史
、

文
化
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

九
月
十
六
日
、
二
十
九
日
に
は
、
前
回
も
大
好
評
だ
っ
た
浅

草
寺
教
化
部
藤
元
裕
二
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
ご
ざ

い
ま
す
。
両
日
と
も
に
午
前
十
一
時
と
午
後
二
時
の
各
二
回
、

展
示
会
場
を
巡
り
な
が
ら
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

基
本
的
な
浮
世
絵
の
技
法
や
見
方
、
時
代
背
景
や
一
つ
一
つ

の
作
品
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
る
こ

と
で
、
作
品
に
対
す
る
知
識
や
新
し
い
発
見
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

待
乳
山
周
辺
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
へ

の
興
味
と
理
解
が
一
層
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

開
催
期
間
中
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
他
に
も
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
開
白
法
要
）
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
ご
ざ
い

ま
す
。
（
詳
し
く
は
二
面
参
照
） 

皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
ご
来
山
く
だ
さ
い
。 

前回の浮世絵展の様子 

北
斎
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」

の
解
説
パ
ネ
ル
も
再
び
展

示
い
た
し
ま
す
。 

 



  

株
式
会
社
新
進 

法
要
報
告 

 

七
月
二
十
九
日
、
今
年
も
「
し
ん
し
ん

の
福
神
漬
け
」
で
有
名
な
株
式
会
社
新
進

の
事
業
繁
栄
を
祈
願
す
る
大
般
若
法
要
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

御
宝
前
に
福
神
漬
け
を
お
供
え
し
、「
七

月
二
十
九
日
は
福
神
漬
け
の
日
」
と
入
っ

た
青
い
半
纏
を
着
て
会
社
の
益
々
の
発
展

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。 

 深
川
さ
ん
ぽ
の
ご
案
内 

十
月
二
十
六
日
（
土
）
永
代
寺
と
深
川
不
動
尊
を
め
ぐ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

永
代
寺
で
は
聖
天
様
を
参
拝

し
、
深
川
不
動
尊
で
は
護
摩
供
法

要
、
ご
法
話
を
賜
り
ま
す
。 

昼
食
は
深
川
め
し
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
深
川
江
戸
資
料
館
を

見
学
い
た
し
ま
す
。 

集
合
は
門
前
仲
町
駅
に
午
前

十
時
、
解
散
は
清
澄
白
河
駅
に
午

後
三
時
半
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。 参

加
希
望
の
方
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

応
募
締
切 

十
月
二
十
日 

参
加
費 

五
千
円 

 

七
月
十
四
日
、
谷
澤
碧
波
ち
ゃ
ん
、
野
沢
智

弘
ち
ゃ
ん
、
津
田
琴
帆
ち
ゃ
ん
、
七
月
二
十
三

日
に
は
久
保
田
萌
愛
ち
ゃ
ん
の
お
宮
参
り
を

行
い
、
行
者
様
よ
り
御
加
持
を
授
か
り
ま
し
た
。 

尊
天
様
の
御
加
護
で
健
や
か
に
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

九
月
御
縁
日
大
法
要
・
行
事
紹
介 

開
山
会
大
法
要 

 

九
月
二
十
日(

金)  

午
前
十
一
時  

講
金 

三
、
○
〇
〇
円 

 

お
よ
そ
千
四
百
年
前
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
、
地
中
か
ら

忽
然
と
湧
き
出
た
霊
山
に
金
龍
が
天
よ
り
降
っ
て
山
を
守
護

し
た
と
当
山
の
縁
起
に
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
日
が
当
山
ご
縁
日
の
九
月
二
十
日
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
十
一
時
よ
り
住
職
の
点
て
た
お
茶
を
御
宝
前
に
お

供
え
す
る
『
献
茶
の
儀
』
が
行
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
後
た
く
さ
ん
の
お
供
物
を
お
供
え
し
て
、
僧
侶
の
声

明
で
包
ま
れ
る
本
堂
で
密
教
の
作
法
に
て
聖
天
様
を
供
養
す

る
、
百
味
法
要
を
行
い
ま
す
。 

法
要
終
了
後
は
参
道
に
て
お
抹
茶
の
接
待
が
あ
り
、
お
神

楽
の
奉
演
も
あ
り
ま
す
。 

 

浮
世
絵
展
の
開
催
期
間
中
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
聖
天
様
と
の
ご
縁
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

九
月
十
四
日
（土
）に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
開
白
法
要
（午
前
十
時
半
よ
り
）

を
執
り
行
い
ま
す
。 

 

法
要
前
後
に
は
「待
音
連
・猿
若
囃
」に
よ
る
祭

囃
子
、
法
要
後
に
は
狐
が
境 

内
を
練
り
歩
く
「吉
原
狐
社 

中
」に
よ
る
狐
の
舞
で
浮
世 

絵
展
の
開
幕
を
飾
り
ま
す
。 

 

九
月
二
十
日
（金
）は
当
山
ご
縁
日
の
開
山
会

大
法
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

法
要
終
了
後
は
参
道
に
て
お
抹
茶
の
接
待
が

ご
ざ
い
ま
す
（有
料
）。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
九
月
十
六
日
（祝
）、
二
十
九
日
（日
）
、

午
前
十
一
時
午
後
二
時
の
計
四
回
、
藤
元
裕
二

氏
（浅
草
寺
教
化
部
）に
よ 

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

が
ご
ざ
い
ま
す
。 

浮
世
絵
展 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

★
九
月
十
四
日
（土
） 

開
白
法
要 

午
前
十
時
半
よ
り
本
堂
に
て
浮
世
絵
展
の
開

催
を
聖
天
様
に
報
告
す
る
法
要 

を
執
り
行
い
ま
す
。 

 

法
要
前
後
に
は
「待
音
連
・猿
若 

囃
」に
よ
る
祭
囃
子
、
法
要
後
に 

は
「吉
原
狐
社
中
」の
狐
の
舞
が 

境
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。 

 

★
九
月
二
十
日
（金
） 

開
山
会
大
法
要 

 

当
山
縁
日
の
大
法
要
が
十
一
時
よ
り
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
参
道
に
て
行
わ
れ
る
お
抹
茶
の
接

待
は
、
講
に
参
加
さ
れ
な
い
方
で
も
当
日
五
〇

〇
円
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

★
九
月
十
六
日
（祝
）、
二
十
九
日
（日
） 

 

浅
草
寺
教
化
部
学
芸
員
藤
元
裕
二
氏
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
午
前
十
一
時
と
午
後
二

時
の
二
回
行
わ
れ
ま
す
。 

浮
世
絵
展
を
何
倍
も
楽
し 

め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り 

ま
す
。 

 

★
九
月
二
十
八
日
（土
） 

町
会
有
志
に
よ
る
茶
席
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
未
定 

 



 

   

い
よ
い
よ
九
月
十
四
日
よ
り
開
催
さ
れ
る
浮
世
絵
展
、

今
回
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
山
谷
堀
に
つ
い
て
引
き
続

き
お
話
を
し
ま
す
。 

先
月
は
吉
野
橋
ま
で
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

次
の
橋
で
あ
る
正
法
寺
橋
へ
進
み
ま
す
。 

橋
の
名
の
通
り
正
法

寺
と
い
う
お
寺
が
近
く

に
あ
り
ま
す
。 

現
在
は
モ
ダ
ン
な
９

階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ビ
ル
の
お
寺
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

正
法
寺
は
一
五
八
二

年
の
開
山
で
、
日
蓮
宗
の
宗
門
中
興
三
師
の
筆
頭
と
言
わ

れ
る
一
如
院

い
ち
に
ょ
い
ん

日に
ち

重

上

人

じ
ゅ
う
じ
ょ
う
に
ん

の
直
弟
で
あ
る
心
寿
院
日
位
聖

人
が
隅
田
川
の
あ
た
り
に
庵
室

を
結
び
、
比
叡
山
に
鎮
座
し
て

い
た
伝
教
大
師
の
御
作
の
毘
沙

門
天
を
奉
安
し
ま
し
た
。 

御
縁
の
あ
っ
た
徳
川
家
康
公

は
天
下
平
定
の
成
就
を
正
法
寺

に
依
願
し
、
慶
長
五
年
関
ケ
原

出
陣
で
の
天
下
統
一
に
よ
り
功

績
が
認
め
ら
れ
東
照
宮
君
よ
り

土
地
を
賜
り
、
隅
田
川
か
ら
現
在
の
正
法
寺
橋
付
近
に
移

り
ま
し
た
。 

現
在
の
住
職
に
伺
う
と
、
先
代
の
頃
は
山
谷
堀
が
埋
め

立
て
ら
れ
る
ま
で
、
船
に
乗
り
川
に
沿
っ
て
戦
災
や
震
災

の
供
養
を
行
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。 

江
戸
時
代
に
浮
世

絵
を
含
め
数
多
く
の

作
品
を
出
版
し
て
い

た

蔦
屋

つ

た

や

重
三
郎

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

こ

と
喜
多
川

き

た

が

わ

柯
理

か
ら
ま
る

の
墓

も
こ
の
正
法
寺
に
あ

り
ま
す
。 

蔦
屋
重
三
郎
は
レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
の

『
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
』

の
名
前
の
由
来
だ
そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、
橋
の
親
柱
に
は
「
し
ょ
う
ほ
う
じ
は
し
」

と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
」
と
読
み

ま
す
。 

ま
た
、
正
法
寺
橋
付
近
に
は

八
百
善
と
い
う
有
名
な
高
級

料
亭
が
あ
り
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
て

い
た
料
亭
番
付
で
は
常
に
『
横

綱
』
の
座
を
譲
ら
な
い
江
戸
を

代
表
す
る
料
亭
で
、
浮
世
絵
な

ど
に
も
多
く
描
か
れ
て
お
り

ま
す
。 

幕
末
の
ペ
リ
ー

来
航
の
際
、
ペ
リ
ー

が
船
か
ら
降
り
て

最
初
に
江
戸
の
町

を
歩
い
た
の
は
八

百
善
に
行
く
た
め

だ
っ
た
と
い
う
逸

話
が
あ
り
、
ま
た
明

治
時
代
に
は
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
の
王

子
、
ロ
シ
ア
親
王
、

ニ
コ
ラ
イⅡ

世
の

接
待
を
す
る
な
ど

国
際
的
に
も
有
名

で
し
た
。 

関
東
大
震
災
で

山
谷
に
あ
っ
た
店
舗
は
全
焼
し
、
移
転
先
の
築
地
の
店
舗

も
東
京
大
空
襲
で
全
焼
。
そ
の
後
も
移
転
を
繰
り
返
し
、

店
舗
の
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
鎌
倉
の
明

王
院
と
い
う
寺
院
の
境
内
に
あ
る
店
舗
に
て
、
江
戸
料
理

を
現
代
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

 

   

山
谷
堀
の
今
昔
③ 

「当世美婦揃」歌川国貞（1786-1865） 

浮
世
絵
展
―
待
乳
山
・
隅
田
川
・
山
谷
堀
― 

令
和
元
年
九
月
十
四
日
～
十
月
六
日 

入
場
無
料 

 
東京市全図明治 43年 



 

 
九
月
行
事
予
定 

浮
世
絵
展
～
待
乳
山
・隅
田
川
・山
谷
堀
～ 

九
月
十
四
日
～
十
月
六
日 

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時  

大
広
間
に
て
、
待
乳
山
と
そ
の
眼
下
に
広
が
る
隅
田
川
、
そ
し
て
待
乳
山
の
裏
手
を
流
れ
て
い
た
支
流

の
山
谷
堀
な
ど
に
関
す
る
浮
世
絵
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

入
場
無
料 

浮
世
絵
展 
開
白
法
要 

九
月
十
四
日
（
土
）
午
前
十
時
三
〇
分
～ 

 
 
 
  

「待
音
連
・猿
若
囃
子
」に
よ
る
祭
囃
子 

開
白
法
要
の
前
後
に
行
わ
れ
ま
す
。 

「吉
原
の
狐
舞
ひ
」 

吉
原
狐
社
中
の
皆
様
に
、
吉
原
に
伝
わ
る
狐
の
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

開
山
会
大
法
要 

九
月
二
十
日
（
金
）
午
前
十
一
時 

 
 
 
 

講
金 

三
、
○
〇
〇
円
也 

当
山
の
開
山
日
を
祝
う
法
要
を
行
い
ま
す
。
ま
た
大
広
間
に
て
お
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。 

 朝
ま
い
り
会  

九
月
一
日
～
七
日 

 
 

 

午
前
八
時
か
ら
八
時
半 

 

会
費 

 

五
〇
〇
円
也 

都
合
の
よ
い
日
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。
七
日
に
は
斉
食
後
、
法
要
が
あ
り
ま
す
。 

日 

曜 

勤 

行 

九
月
八
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
九
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
費 

 
 

無 
 

料 

初
心
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
お
つ
と
め
の
会
で
す
。 

写 

経 

の 

会 

九
月
八
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
／
午
後
一
時 

 
 
 

会 

費 
 
 

五
〇
〇
円
也 

心
を
落
ち
着
か
せ
て
写
経
す
る
こ
と
で
、
日
常
を
離
れ
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。 

午
後
は
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
写
経
が
行
え
ま
す
。 

坐 

禅 

の 

会 

九
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
五
時
～
七
時 

 
 

定
員
三
十
名 

 

参
加
費 

 
五
〇
〇
円
也 

本
堂
に
て
坐
禅
を
行
い
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 合
同
大
般
若
法
要 

九
月
二
十
五
日
（
水
） 

 

午
前
十
一
時 

 
 
 
 
 

法
要
料 

五
、
〇
〇
〇
円
也 

 

心
願
が
成
就
し
、
よ
り
一
層
の
御
加
護
を
頂
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
お
上
げ
す
る
御
礼
の
法
要
で
す
。 

十
月
の
行
事  

御
縁
日
大
法
要 

歓
喜
講
祈
祷
会 

 
 
 

十
月
二
十
日
（
日
） 

 

午
前
十
一
時 

 
 

講 

金 

三
、
○
〇
〇
円
也 

皆
様
か
ら
の
ご
質
問
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見

や
ご
質
問
はity

o
u

@
m

a
tsu

ch
iy

a
m

a
.jp

ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

祈
祷
の
ご
案
内 

 

聖
天
様
独
特
の
供
養
法
で
あ

る
浴
油
供
は
、
密
教
の
中
で
最

も
深
秘
の
法
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
供
養
法
は
聖
天
様
の

お
力
が
よ
り
一
層
高
め
ら
れ
、

私
ど
も
が
不
可
能
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
願
い
事
で
も
、
尊
天
様

の
不
思
議
方
便
の
お
働
き
を
得

て
、
必
ず
成
就
さ
せ
て
頂
け
る

の
で
あ
り
ま
す
。  

当
山
で
は
こ
の
浴
油
祈
祷

を
、
毎
朝
開
堂
と
同
時
に
厳
修

し
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
名
前
と
お
願
い
の
内
容
、
祈

祷
期
間
を
お
伝
え
下
さ
い
。  

ま
た
ご
遠
方
の
方
や
お
急
ぎ

の
方
は
、
お
電
話
や
お
手
紙
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

  

祈
祷
料 

 

別
座
祈
祷 

壱
万
円
（
一
週
間
） 

 

浴
油
祈
祷 

三
千
五
百
円
（
一
週
間
） 

 

華
水
供 

五
百
円
（
一
日
） 

 

法
要
案
内 

 

当
山
で
は
予
約
に
て
法
要
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

百
味
供
養 

法
要
料 

八
万
円 

 

沢
山
の
お
供
物
を
お
供
え
し
、

出
仕
の
僧
侶
が
声
明
を
お
唱
え
す

る
こ
と
で
、
尊
天
さ
ま
に
御
礼
の

供
養
を
い
た
し
ま
す
。  

大
般
若
法
要 

法
要
料 

五
万
円 

 

所
願
成
就
御
礼
の
法
要
と
し

て
、
大
般
若
経
六
百
巻
を
転
読
い

た
し
ま
す
。  

自
動
車
加
持 

法
要
料 

壱
万
円 

 

当
院
に
て
お
車
の
お
加
持
を
い
た

し
ま
す
。
当
日
は
お
車
に
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

    

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

祈
祷
料  

別
座
祈
祷 

壱
万
円
（
一
週
間
）  

浴
油
祈
祷 

三
千
五
百
円
（
一
週
間
）  

華
水
供 

五
百
円
（
一
日
）  

法
要
案
内  

当
山
で
は
予
約
に
て
法
要
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

百
味
供
養 

法
要
料 

八
万
円  

沢
山
の
お
供
物
を
お
供
え
し
、

出
仕
の
僧
侶
が
声
明
を
お
唱
え
す

る
こ
と
で
、
尊
天
さ
ま
に
御
礼
の

供
養
を
い
た
し
ま
す
。  

大
般
若
法
要 

法
要
料 

五
万
円  

所
願
成
就
御
礼
の
法
要
と
し

て
、
大
般
若
経
六
百
巻
を
転
読
い

た
し
ま
す
。  

自
動
車
加
持 

法
要
料 

壱
万
円  

当
院
に
て
お
車
の
お
加
持
を
い
た

し
ま
す
。
当
日
は
お
車
に
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。 
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